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１. 実務研修について



国⽴情報学研究所 実務研修

ＮＩＩの⽬的・⽬標
⽬的：国⽴情報学研究所における実務を経験することによ

り、⾼度の学術情報システムの環境に対応しうる知識と
技術を修得し、⼤学図書館や情報センター等が推進す
る学術情報流通基盤整備の中⼼的役割を担う。

⽬標：国⽴情報学研究所学術基盤推進部におけるOJTを
通じて、学術情報流通基盤の構築に向けての企画・⽴
案・実施等の⼿法と、対応する知識と技術を修得する。
また、学術情報流通基盤の構築にかかる総合的かつ⻑
期的視野を持つ。



国⽴情報学研究所 実務研修

増岡について

⼤学職員
図書館職員ではない。
でも「情報」に携わる職員でありたい。

社会⼈⼤学院⽣（M1）
「教育⼯学」
より創造的・効率的な教育を⾏うための技術の研
究を⾏う学問。
教育で活⽤される「情報」について研究も。



国⽴情報学研究所 実務研修

増岡の研修⽬的
学術情報のオープンアクセスを促進させるための技

術や制度・標準化の知識と技術の習得。

⼤学が管理する学術情報には、図書館情報をはじめ
学務情報・研究者情報・機関情報等多様であるが、
それらを相互に参照し効率的に活⽤する体制の構築が
求められている。

今回の実務研修によって、学内における情報マネジ
メント体制の構築や、学⽣・教職員等の⼤学構成員に
対する情報教育活動に活かしたい。



国⽴情報学研究所 実務研修

実務内容
• JAIRO Cloud事務局業務

講習会：企画・準備・実施
マニュアル改訂
ユーザサポート
システム改修等打ち合わせ
ワークフローの整理

• ＩＲＰパンフレット改訂

• ＣＳＩ報告書準備作業



国⽴情報学研究所 実務研修

• ＮＩＩ開催
7/12：学術情報システム総合WS
8/21：NetCommonsユーザカンファレンス
2013

8/23：SPARC Japan セミナー2013
9/11：学認CAMP2013
9/12-13：学術情報システム総合WS
9/25-27：学術情報ウェブサービス担当者研修

研修内容



国⽴情報学研究所 実務研修

研修内容

• 図書館⾒学
7/23：筑波⼤学図書館
7/31：早稲⽥⼤学図書館
9/11：千葉⼤学附属図書館
9/25：国⽴国会図書館

• 8/9：⽂部科学省委託事業「コミュニティで紡ぐ次
世代⼤学ICT環境としてのアカデミッククラウド」
キックオフシンポジウム



国⽴情報学研究所 実務研修

研修内容

CiNii UI 研修

複数のデータベースに集約された多様な情報を
ユーザがより有効活⽤するためには，
どんな⼯夫が必要か。

くわしくは３章で・・・



２. JAIRO Cloudについて



JAIRO Cloudについて

概要

• 独⾃の構築・運⽤が難し
い機関に対し機関リポジ
トリのシステム環境を提
供

• NIIが開発した機関リポ
ジトリソフトウェア
「WEKO」で，Web上で
コンテンツの登録・管理



システム保守費やメンテナンス作業が不要！
データベースの難しい知識は不要！
学位論⽂公開もできる！
CiNiiやIRDBとかんたんに連携！ DOIも・・・

お⾦やヒトが少ない機関でもできる！

JAIRO Cloudについて

計
内訳

公開済
国⽴⼤ 公⽴⼤ 私⽴⼤ 短期⼤ その他

160 4 16 126 9 5 82
2013.8.31時点 （申請は随時受付中）

機関にとっては・・・



JAIRO Cloudについて

ＮＩＩにとっては・・・
全国に機関リポジトリを！

JC参加機関が増えれば・・・
• 横断的・統括的なサービスをより

充実したものにできる！
• 各機関の対応事例が増えて，より使いやすくな
る！

⽇本のIRの活性化



JAIRO Cloudについて

課題１
わかりやすく！

・これから図書館員でないリポジトリ
担当者が増える可能性⼤！

・いまは初歩的な問い合わせ多過ぎ！

マニュアル，講習会内容は，
初⼼者にもわかるように！



JAIRO Cloudについて

課題２
関連知識への道筋を！

クリエイティブ・コモンズ，ELS，
NetCommons，junii2などなど・・・
JCに関係深いこといっぱいある！

勝⼿に調べてね，じゃダメ！



JAIRO Cloudについて

課題３
中⼩機関にこそJC！

・お⾦も⼈もない機関こそJC頼り！

なるべく⼿間ひまかからない
さらなる⼯夫を！
登録かんたん，さばおちしない



JAIRO Cloudについて

展望１
有料化よくよく考えて！

・中⼩機関にこそJC！

くじける機関が
出ないように・・・



JAIRO Cloudについて

展望２
IRDBコンテンツ分析を
もうちょっと楽しく！

・コンテンツ数や種別だけでは，あたり
まえすぎ・・・

ニーズ解析
メタデータ解析



３. 情報を有効活⽤
してもらうために



研修テーマ

• 機関リポジトリ等個々のデータベースに集約された
情報を，有効活⽤するためには・・・

• ユーザが統括的横断的かつ容易に検索できて，効率
的に情報を発⾒・⼊⼿することが必要

• ユーザインタフェースを考案する過程において，
「相互に参照し効率的に活⽤する体制の構築」につ
いての必要条件や課題について考察する



現在の状況

ユーザ

KAKEN CiNii JAIRO



横断検索の実現

ユーザ

KAKEN CiNii JAIRO



ユーザの想定

研究者 （図書館員ではなく・・・）
図書館員は本サイトでじっくり調べるだろう。

「キーワード」「⼈名」で検索。



ユーザの想定

検索した結果から，関連情報を次々調べたい。
研究することとは，そもそも新しい道を
開拓するようなもの！
どんどん⾃分の考えが向くままに，発想を
広げたい！

ソファに座って，タブレット端末で検索。
デスクトップPCモードとはちがう，
ゆったりモードで。



新しい情報の発⾒【キーワード】



新しい情報の発⾒【キーワード】



新しい情報の発⾒【キーワード】



新しい情報の発⾒【キーワード】



新しい情報の発⾒【キーワード】

「KiSS-18」と
いう新しいキー
ワードを発⾒し
た！



新しい情報の発⾒【⼈物】



新しい情報の発⾒【⼈物】



新しい情報の発⾒【⼈物】



新しい情報の発⾒【⼈物】



新しい情報の発⾒【⼈物】

「永⽥治樹」と
いう新しい⼈を
発⾒した！



もっと関連情報を調べたい！

「研究分野」
「研究課題のキーワード」
で，もっと関連情報を調べ
られる！



しおり機能

ユーザが安⼼して検索
を続けていけるように。
戻りたいところにいつ
でも戻ってこれる。



４. まとめと展望



まとめ

基礎的な知識
リポジトリ，JAIRO Cloud，メタデータ
オープンアクセス・・・
ＮＩＩのこと
中央機関としての意識
図書館のこと
情報を有効活⽤してもらうためには



展望

図書館と⼤学

いまよりももっと「教育」「研究」に寄与してい
く図書館になるために，「図書館」と「⼤学」を
つなぐ⼈材に。

「様々な学修を⽀援する活動の企画・実施を担当す
る専⾨職として，教員や他の職員とも異なる中間
職的な⼈材が必要となる。」

「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について」
科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員（2013.8.21）



展望

⼤学の情報活⽤
Institutional Researchの必要性。

いまは・・・
学⽣情報・教務情報・研究情報・財務情報などが
ばらばらに管理。

横断的・統括的に情報を
マネジメントする仕組み



実務研修を終えて

実務研修制度は続けてい
ただきたいです。

コミットしていくことの
⼤切さを感じました。

つながりの輪の中⼼にな
るようなNIIであって欲
しいです。


